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につな 力 るお   
それ   用法用 且 効能効果 

    丘を ] 回に分劃   
振・ 拘 やけ   る 婦人 目的で 硬変 おいて l 円 3.l 日 0OOnwg を 3 回に分割 胆十 うっ滞を 
AST(GOT)   期で再度の 900mg まて 硅口 投与する。 惜 号する 伴う 肝 疾患 l   
ALT(GPT)   寅 疽 のあ る 培合の l 日 最大投与 且は 慢性肝疾患に 
Al-P 士別． % 台 おける 肝拙 能 
  l,M> 未満 900mt 高笘 者は とする m 邑に 注舐 する の 改善・ 下 IP 
岨吐 、 腹 疾患における 

脩 ．便秘． 百       ほ化 不良Ⅱ   
不快感 時 ． 金 隅切除後 墳 
身 けん首悪   症 ．炎症性， l¥ 
めまい、 白血 腸疾患 l 
球 五山 ) 、 頻 2. 外殻石灰化 
度 不明 ( ピリ を 辞めない コレ 

ルピン上昇   ステロール系 
ア -GTP 上 胆石の瀋 解 
昇 ) ]. 原生 性 胆汁 

性肝硬変にお 
ける肝機能の 
改善 

  宙 、 尭 妊掘 している可能 ( 胆管・胆のう ) 
身 掻痒 性 のあ る舟人 系 疾患および 
燕 ・ 完 胆汁うっ滞を 
取 、 頭 伴う 肝疾恵 
快感 ) 
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制酸・ 健胃 ・消化・整腸を 2 以上 標膀 するもの   製品群 N0 ． 14 汗 " 
  

    用法用 且 効能効果 

秘 、 首部 下   後 およ 就軽 前に軽口投 膜 
接 ・膨満     
) 、 頻度 不 ん赤 
(AST   

T) 上昇     
GPT)@ 

    
  人 ， 撰礼 中の婦 増悪期の胃粘 

小児 蒔 膜病変 ( ひ ら 

ん ・出血、 発 
赤、 急性 % 増 ) 

改善． 胃貰 

では派 且   

児 又は小児． 高 所見の故 
    慢性肝 疾 

における肝 
能の改善 

      
斉 l5-40 分 前に 40- 改善 

mg を 杓 lomL の 7k ととも 2. 胃 内視鏡検 
桂口 投与 査時における 

3. 検査 3-4 日前より l 日 自力布 池性粘 

部重圧 l20-240n>8 を食後又は食液の 除去 
痛 ) 間の 3 回に分割経口投与 3. 肛部 x 報 検 

査時における 
腸内ガスの 寵 
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